
１． 位 置

稲生川用水は，青森県南東部の三本木台地に位置

し，十和田市，三沢市，七戸町，六戸町，東北町なら

びに，おいらせ町の２市４町の農業地帯の基幹水利

施設といて構築され，利用されている農業用水路であ

る。

２． 規 模

本地区は，十和田湖・奥入瀬川を水源に，法量疏頭

首工，稲生川頭首工から取水し，奥入瀬川左岸に広が

る受益面積が５，９７４ha，幹線水路長が６６kmであ

る。

３． 経 緯

本地区の三本木台地は，標高が１５～９０mの平坦地

形で，土壌が火山灰土で，井戸を掘っても水も出ず，

樹木も生えず，ただ荒漠とし平原であったと言われて

いる。この台地に安政２年（１８５５）から開拓が始めら

れ，５年の歳月を費やし，人工河川の稲生川が開削さ

れ，新田３００ha の開墾が行われた１），２）。

その後，昭和１２年（１９３７）から昭和４１年（１９６６）

にかけて，全国で２番目の国営開墾事業として三本

木原開墾事業が行われた。この事業では，十和田湖と

奥入瀬川での風致・発電・農業の総合的計画である奥

入瀬川河水統制計画（昭和１２年成立）に基づき（図

‐１），奥入瀬川から取水の三本木用水路が開削された。

次に，昭和５３年から平成１９年にかけて，国営相

坂川左岸農業水利事業が行われた。この事業では，老

朽化した頭首工，用水路の改修工事，そして頭首工，

用水機場，調整池の新設工事が行われた。平成１８年

には，稲生川用水がこれまでの取組みが評価され，全

国第１位で疏水百選に選ばれている１）。

４． 技術史

（１） 新渡戸父子による開拓の時代 新渡戸 傅・

十次郎父子時代の開拓では，２つの穴ゼキと陸ゼキの

水路延長が１０．３kmにも達した。工事期間は５年，

工事費用は１６万５千両投入され，作業員は延べ約

２１万人であった４）。慶応元年（１８６５）には，「新田検

地」が行われ詳細な地図が作られた。また，都市部で

は，碁盤目の区画整理が行われ，稲生川用水は，生活

用水，防火用水など都市用水としても活用されていた

ことが特徴であった。

（２） 国営三本木原開墾事業の時代 国営三本木原

開墾事業時代では，開田３，３７６ha，開畑５，９４９ha，

工事期間が２９年，工事費用が２５億円であつた。工

事は，戦時中の物資欠乏の時期に行われため老朽化が

速く進み，また昭和４３年の十勝沖地震による損壊と

損傷が大きかった。この時代の特徴は，奥入瀬川河水

統制計画によって，十和田湖の水を灌漑・発電に利用

したこと，さらに奥入瀬渓流の風致保全のために，渓
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図‐１ 奥入瀬川河水統制計画（昭和１２年策定）
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写真‐１ 熊ノ沢水路橋（昭和１９年当時）

流の水量を人工的にコントロールしたことである５）。

近年，生態系保全のための水環境のあり方，環境との

調和を考える上で，貴重な先進事例といえる。

（３） 国営相坂川左岸農業水利事業の時代 国営相

坂川左岸農業水利事業は，受益面積が水田５，８１lha

と畑１６３ha で，工事期間が２９年，工事費用が４１０

億円であつた。この事業では，「自然景観型や生態系

に配慮した施設」として，施設の新設改修が行われ，

地域用水機能の強化が図られた。また維持管理の合理

化のための集中管理システムが導入された１）。

５． 特筆すべき技術

熊ノ沢水路橋は，青森県十和田市法量地区に位置

し，三本木幹線用水路の水利施設である。三本木幹線

用水路は，先述の奥入瀬川河水統制計画に基づき，十

和田湖の水を発電所経由で取水している。

事業採択後の水路橋建設の経緯は，三本木開拓建設

事業の事業成績書６）によれば，「…当時は支那事変の

遂行中で時局は，鉄鋼，石油をはじめ工事の主要資材

の調達が困難となり，事業は遅々として進まなかっ

た。…その後，戦時下において三本木原開墾国営事業

に対しても，昭和１９年度に急速な開田作付けが要請

され，最上流部の深持地区に計画された。灌漑のため

水路は，ほとんど仮工事ではあったが，昭和１９年５

月２７日に通水を行い，深持地区に８５町余開田作付

され時局の要請に応えることがでた。」と記述されて

いる。戦時中のため資料が散逸し，残された資料から

木製の水路橋は，区間距離５０．００m（橋長１０．００m），

形状は上幅が３．７５m，下幅が３．７５m，深さ１．９０m

の矩形水路であることが示されている（写真‐１）。

戦後，木製の水路橋は，損壊と損傷が大きいため，

昭和２５年にコンクリート製水路橋（橋長２６．００m，

幅３．７５m，深さ２．３８m）に改修工事が行われた。そ

の後，平成４年には，プレストレスコンクリート橋

（橋長３６．００m，幅３．８０m，深さ２．２０m）として改

修が行われた。当時は，コンクリート構造物に絵など

を描き，コンクリート素材の露出を抑える目的で，着

色することが試みらており，本水路橋も時代を反映し

た水利構造物となっている（写真‐２）。

ここでは，稲生川用水における技術の変遷について

述べてきた。稲生川用水ではその時代の要請に応じ

て，水利構造物を構築し，地域用水としての機能を果

たしてきたことが大きな特徴である。今後は整備され

た稲生川用水を環境公共の立場から利活用し，地域の

貴重な遺産として次世代へ伝え守る継続的な活動の展

開が必要である。

６． 歴史に名を残した人々

新渡戸 傅：安政２年（１８５５）に南部藩から三本木

原開拓が許可され，三本木新田御用掛となり工事に着

手し，開拓の開祖となり活躍した。

新渡戸十次郎：新渡戸 傅の子として万延元年

（１８６０）から農業用水だけでなく，防風林植林や区画

整理など都市計画に取り組み，近代都市計画の先駆的

な事例として三本木台地の基盤整備を開始した。

水野陳好（のぶよし）：明治２８年生まれで，初代

三本木町長（現十和田市），元稲生川土地改良区理事

長を務めた。国営三本木原開墾事業を採択に持ち込む

ために，大正９年から書面陳情１０３回，面接陳情２６７

回を行い，地元では，開拓の父，開拓の鬼とも呼ば

れ，特に三本木幹線用水路の整備の礎を拓いた１）。
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